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NY マーケットレポート（2022 年 3 月 16 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 21 時 00分～午前 5時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

2 月小売売上高（前月比） 0.3％（予想 0.4%・前回 3.8%⇒4.9%） 

2 月小売売上高[除自動車]  0.2％（予想 0.9%・前回 3.3%⇒4.4%） 

2 月の米小売売上高は、市場予想を下回ったものの、2 ヵ月連続のプラスとなった。さらに、前回結果も上方

修正された。ガソリンスタンドが+5.3％（前月-1.7％）、スポーツ・書籍・趣味が+1.7％（-1.3％）と改善し

た一方、家具は-1.0％（+7.5％）、電気製品は-0.6％（+2.1％）、食品・飲料は-0.5％（+1.0％）、と低下した。

また、インターネットなどの無店舗小売りは-3.7％（+20.6％）と大幅低下となった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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3 月 NAHB 住宅市場指数 79（予想 81・前回 82⇒81） 

3 月の NAHB（全米ホームビルダー協会）住宅市場指数は、市場予想を下回り、6ヵ月ぶりの低水準となった。

一戸建ての販売の現状指数は 86（前月 89）、販売見通し指数は 70（80）、見込み客足指数は 67（65）となり、

住宅ローン金利の上昇などを受けて販売見通しが大幅に悪化したことが影響した。 
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FOMC 政策金利 0.25％-0.50％（予想 0.25%-0.50%・前回 0.00%-0.25%） 

 

FOMC  

・FF金利誘導目標を 0.25％引き上げ 0.25－0.50％にした 

・ウクライナでの紛争はインフレ圧力と景気減速につながる可能性 

・0.25％の利上げ継続は適切になる 

・今後の会合で資産縮小開始へ 

 

メンバー予測中央値 

・2022年末 1.9％－2023年末 2.8％、2024 年末 2.8％ 

・2022年末のインフレ率は 4.3％、2023 年末は 2.7％ 

 

パウエル FRB 議長の主な発言 

・ウクライナ紛争が米経済に与える影響極めて不透明 

・リセッションの確率は特に高まっていない 

・行動加速が適切となればそうするだろう 

・金利を引き上げ、バランスシートを縮小する時期が来た 

・根本的な責務は物価安定を取り戻すこと 

・より正常な環境に移行する時期 

・バランスシートの政策は早ければ 5月に発表も 
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ダウ平均は 3営業日続伸、ナスダック、S&P500は続伸  

米株式市場では、中国の景気浮揚策への期待を背景に中国株が大幅上昇となったことや、ロシアとウクライ

ナの停戦交渉への進展期待を受けて欧州株が上昇したことを受けて、主要株価指数は序盤から堅調な動きと

なった。しかし、FOMCで利上げが発表され、さらに利上げ継続が示されたことが嫌気され、ダウと S&P は一

時マイナス圏まで下落する場面もあった。ただ、パウエル FRB 議長が「全ての兆候は米経済が強いことを示

している」と発言したことを受けて、再び買いが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとな

り、前日比 531 ドル高まで上昇した。しかし、FOMC の結果発表を受けて下落に転じ、一時 153ドル安まで下

落した。ただ、終盤には再び買いが優勢となり、518.76 ドル高（+1.55％）で終了した。一方、ナスダック

は 487.93ポイント高（+3.77％）で終了した。 
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ドル/円は 2016年 2 月以来の 119円台回復 

NY 市場では、FOMCを控えて様子見ムードが強まる中、中国の景気浮揚策に対する期待を受けて中国株が上昇

したことや、ウクライナとロシアの停戦合意が進展するとの期待から欧州主要株価指数が上昇するなど、投

資家のリスク選好の動きからドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。FOMCでは、市場の予想通り

0.25％の利上げが決定されてことに加え、メンバーの金利予測では年内あと 6回の利上げが示されたことを

受けて、ドルは主要通貨に対して上昇となり、対円では一時 119.12まで上昇し、2016年 2月以来の 119円

台回復となった。しかし、上昇一服後に上値の重い動きとなったものの、下値は限定的だった。一方、FOMC

を受けてダウ平均株価が下落に転じて一時マイナス圏まで下落したが、パウエル FRB議長が会見で「全ての

兆候は米経済が強いことを示している」と発言したことを好感して再び株価が反発したことから、クロス円

も堅調な動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


